
こ
れ

は
赤
紙

(召

集

令

状

)
の

コ
ピ

ー

で
す

 

七
十
九
年
前

の

一
九
四

一
年
十
二
月
八
日
は
、
日
本
が

ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
に
奇
襲
攻
撃
を
か
け
、
ア
ジ

ア

・
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
日
で
す
。
戦
争
中
、
天
皇
の
詔
勅

(命
令
)
に
よ
り
、
こ
の
赤
紙

一
枚

で

愛
す
る
息
子

・
夫

・
恋
人
が
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
戦
争
で
中
国
や
東

南

ア
ジ

ア
の
人
々
二
、
O
O
O
万
人
が
、
日
本
人
も
兵
士
を
は
じ
め
広
島

・
長
崎

で
の
原
爆
投
下
や
各
地

の
空
襲
な
ど
で
三

一
〇
万
人
が
犠
牲

に
な

っ
た

の
で
す
。

二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
訴
え
て
い
ま
す
。

■

O
O

注
意

⌒」
此

令

銃

ノ
襲

面

9
熟

讃

ス
ベ
ン

蚕

亙

μ

 

第贈

 

日

 

「

.

、

苧
仁
楚

旱
義

轟
耀

払

永

重

劣
)

右
臨
時
召
集
チ
令

セ
ブ
ル
依
テ
左
記
日
時
到
著
地

二
参
著

シ

此

ノ
令
状
ラ
以
テ
富
該
召
集
事
務
所

二
届
出
ッ

ヘ
ン

臨

時
召
集

令
状

静
岡
縣
欝

矛
薪
亘

玖
函

 

到
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時
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到
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部
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囹
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車
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凡
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生
命
を
生
み
だ
す
母
親
は

生
命
を
育

て

生
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す



日

 

月

 

1

 

核兵器禁止条約 22 に発効
2020年Z2月8日 武 器 は い らな い核 も い らな い 平和 を守 る全 国母 親連 鎖行動

被
爆
75
年

核
兵
器
信
国
際
法
違
反
に

2
0
1
7
年
に
国
連

で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁

止
条
約
は
、

10

月

24

日
批
准

国
が

50
か
国
に
達

し
、
来
年

1

月

22

日
に
発
効
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
被
爆

75

年

の
今
年
、

ま
さ
に
歴
史
的
な
こ
と

で
す
。

条
約
は
、
核

兵
器
を
非
人
道
的

で
違
法
な
も

の
と
規
定

し
、
核
兵
器

の

開
発
、
製
造
、
保
有
、
実
験
、
配
備
、
使
用
、
使
用

の
威
嚇
な
ど
、
核
兵

器

に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
禁
止
す
る
も

の
で
す
。
条
約
が
発
効
す
る

と
、
こ
の
よ
う
な
国
は
国
際
法
に
違
反
し
て
い
る
国
家
だ
と
み
な
さ
れ
ま

す
。核

保
有
国
や
日
本
な
ど
は
こ
れ
ま
で
、
条
約
は
実
効
性
が
な

い
と
攻
撃

し
て
き
ま

し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
反
対
し
た

「
対
人
地
雷
禁
止
条
約
」
な

ど

の
先
例
を
み

て
も
、
条
約
が
国
際
社
会
を
動
か
し
て
き
た

の
は
明
ら
か

で
す
。

し
か
し
、
日
本

は
唯

一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ

り
な
が
ら
、
条
約
に
参
加

し
よ
う
と

し
て
い
ま
せ
ん
。

ア
メ
ー1
力
の
核
の
傘

核゚
抑
止
力
は
本
当
に
必
要
?

日
本
が
条
約
に
参
加
し
な

い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘

(核
抑
止
力
)

が
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。
核

の
傘
と
は
核
兵
器
に
よ
る
脅
し

で
す
。
核
抑
止
力
に
頼
る
こ
と
は
、
際
限
の
な
い
核
軍
拡
競
争
を
招
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
本
当
の
平
和
は
守
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

国
際
紛
争
は
叡
智
を
集
め
て
平
和
的
な
外
交
で
解
決
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

唯

一
の
被
爆
国

日
本
も
参
加
を

 日
本
が
条
約
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
核
の
傘
か
ら
の
離
脱
、
例
え
ば

「非
核
三
原
則
」
を
法
制
化
し
て
非
核
日
本
を
宣
言
す
れ
ば
可
能
で
す
。

悲
惨
な
核

の
被
害
を
経
験
し
た
日
本
に
と

っ
て
、
「核
を
持
た
ず
、

つ
く

ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」
は
多
く
の
国
民

の
願
い
で
す
。

日
本
の
被
爆
者

の
声
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
条
約
に
、
日
本
政
府
が

一
日

も
早
く
署
名

゜
批
准
し
て
、
真
に
世
界
の
平
和
に
貢
献
で
き
る
存
在
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
私
た
ち
は
願

っ
て
い
ま
す
。

日本の軍事費は年々増え続け、毎年過

去最高を更新しています。

アメリカの核の傘に頼る日本は、軍備増

強を求めるアメリカの要求に応え、1機

100億 円以上もする米製の最新鋭戦闘

機を毎年何機も購入しています。

1兆 円あれば20人 学級を実現できる小

中高教員10万 人の増員が可能です。

辺野古の新米軍基地建設には2.5兆 円

かかりますが、それだけあれば新型コロ

ナウィルスで疲弊 した医

療機関の支援に回せます。

税金は軍備ではなく、

命とくらしを守るために

、 使わせましょう。
、

、

懸
!

!

/

一

い の ち

生 命 を 育 て
い の ち

生 命 を 守 る こ と を の ぞ み ま す

 

、
、

日本 の防 衛費5.5兆 円

(2021概 算要求)

、

 

'
ー

ー

'
1

い の ち

生 命 を生 み だ す母親

連絡先 静岡県母親大会連絡会 静岡市葵区春 日2-9-1 Tel&FaxO54-253・-6081


